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ビルマ および日本との関係 基本データ 

基本データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な指標 
 ビルマ タイ 中国 インド ラオス 日本 

人口 5000万 6370万 13億 800万 10億 8700万 580万 1億 2800万 

出生時平均余命 60.1 70.3 71.9 63.6 55.1 82.2 

成人識字率 89.9 92.6 90.9 61.0 68 - 

初中高等教育総就学率 49.0 74 70 62 61 85.5 

一人当たりＧＤＰ （＄） 1,027 8,090 5,896 3,139 1,954 29,251 

出生率（2000～05年） 2.5 1.9 1.9 3.1 4.8 1.3 

乳幼児死亡率（千分率） 76 18 26 62 65 3 

５歳未満死亡率（千分率） 106 21 28 85 83 4 

公的保健支出（対ＧＤＰ比） 0.5 2.0 2.0 1.2 1.2 6.4 

（出典：国連開発計画 (UNDP)「人間開発報告書 2006年版」） 
 

 

 

独立 １９４８年。１９６２年以降は軍事独裁

政権 
人口 ５，０００万人（２００４年） 

面積 ６７８，５００平方ｋｍ  
（日本の約１．８倍） 

行政区画 ７州７管区（地図参照） 
チベット・ビルマ語族（ビルマ、カチン、

カレン、アラカン、チン）、タイ・カダ

イ語族（シャン）、オーストロアジア語

族（モン）が中心。中国語、印欧語等 

言語・民族 最新の国勢調査（1983 年）による民族の
分布状況（％）* 
ビルマ（69.0）、シャン（8.3）、カレン
（6.2）、アラカン（4.5）、モン（2.4）、
チン（2.2）、カチン（1.4）、カヤー（0.4）、
その他（5.6） 

宗教 上座部仏教徒が８割以上。精霊信仰、キ

リスト教徒、ムスリム、ヒンディなど 

天然資源 

スズ、プルトニウム、亜鉛、銅、コバル

ト、金、ルビー、ヒスイ、チーク（世界

残存量の８割）、魚類、天然ガス、石油、

米、ゴマ、ラッカセイ 
* 軍事政権は民族数を「１３５」とするが、学問的根
拠に乏しい。さらに 1982年国籍法で住民を３ランクに
分類して差別していることが国連などで強く批判され

ている（ロヒンギャは外国人扱い）。 
 






